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四
月
上
旬
、
米
国
よ
り
息
子
が
単
身
一
時
帰
国
し
た
。
親
の
海
外
勤
務
に
翻
弄
さ
れ
た
末
、
現
在
は

独
立
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
永
住
し
て
い
る
。
急
遽
そ
の
京
都
行
き
を
ヘ
ル
プ
し
よ
う
と
、
同
道
す

る
こ
と
に
し
た
。
京
都
タ
ワ
ー
が
青
空
に
映
え
、
冷
気
に
心
が
洗
わ
れ
る
。
三
条
の
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に

ご
っ
た
返
す
人
々
、
こ
こ
が
日
本
か
と
紛
う
程
欧
米
人
ば
か
り
だ
。
タ
ク
シ
ー
運
転
士
曰
く
「
わ
た
し

ら
に
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
よ
う
来
や
は
り
ま
す
な
あ
、
規
制
が
緩
ん
で
中
国
か
ら
来
始
め
た
ら
も
う
大

変
で
す
わ
」 

 
 

翌
朝
、
息
子
の
京
都
観
光
計
画
が
始
動
す
る
。
近
く
の
「
京
の
ラ
ク
チ
ャ
リ
」
レ
ン
タ
ル
店
へ
。
登

坂
、
降
坂
用
電
動
ア
シ
ス
ト
車
が
ぎ
っ
し
り
並
び
壮
観
だ
。
高
揚
し
て
い
る
客
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
会
話

す
る
「
昔
は
横
浜
か
ら
サ
ン
ト
ス
や
リ
オ
へ
船
を
送
っ
た
も
の
で
す
」
、「
次
は
私
の
町
リ
オ
へ
是
非
観

光
に
来
て
く
だ
さ
い
」
。
チ
ャ
リ
は
夫
々
の
方
向
へ
発
車
す
る
。 

 

息
子
が
先
導
、
下
の
鴨
川
へ
降
り
る
。
感
動
的
な
静
寂
が
あ
っ
た
。
川
沿
い
の
道
は
人
も
殆
ど
歩
か

ず
、
楽
々
と
走
れ
る
。
速
い
流
れ
の
水
音
を
聞
き
、
芦
原
の
先
の
中
洲
に
大
き
な
青
鷺
が
一
羽
、
あ
の

独
特
の
直
立
姿
勢
で
動
か
な
い
。
対
岸
に
先
斗
町
の
川
床
料
亭
群
が
見
え
る
。
一
羽
の
鳶
が
急
降
下
、

そ
れ
を
合
図
に
数
羽
が
現
れ
空
中
戦
の
体
だ
。
チ
ャ
リ
の
捉
え
る
自
然
の
景
に
、
爽
快
感
を
覚
え
る
。

五
条
の
辺
で
上
に
上
が
り
清
水
へ
向
か
う
。
坂
を
埋
め
る
人
込
み
に
弾
か
れ
て
、
隣
の
茶
わ
ん
坂
に
回

る
と
「
ラ
ク
チ
ャ
リ
駐
輪
場
」
と
あ
る
。
や
は
り
見
物
は
徒
歩
で
、
と
い
う
事
か
。
坂
は
着
物
姿
の
紅

毛
碧
眼
の
美
女
達
で
賑
わ
う
。
弁
天
か
ら
祇
園
南
の
街
を
歩
き
高
台
寺
を
訪
ね
る
。
オ
ー
ガ
ス
タ
を
彷

彿
と
さ
せ
る
が
、
、
新
緑
の
寺
の
古
木
に
寄
り
添
う
純
白
の
石
楠
花
に
圧
倒
さ
れ
る
。 

 
 

チ
ャ
リ
は
、
東
大
通
り
を
走
り
。
息
子
は
「
哲
学
の
道
」
の
駐
輪
場
か
ら
銀
閣
へ
行
く
と
言
う
。
彼

の
ス
マ
ホ
に
は
京
都
情
報
が
ぎ
っ
し
り
、
そ
れ
処
か
、
一
日
早
く
帰
る
パ
パ
の
ス
イ
カ
に
新
幹
線
予
約
・

支
払
い
ま
で
、
ピ
ッ
ピ
ッ
と
仕
事
が
早
い
。
ホ
テ
ル
の
清
算
も
済
だ
と
い
う
。
パ
パ
の
付
き
添
い
は
全

く
ヘ
ル
プ
に
な
ら
ず
、
夜
、
木
屋
町
通
り
の
板
前
や
女
将
と
お
だ
を
上
げ
、
財
布
を
取
り
出
す
の
が
精
々

で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
〇
二
三
年
五
月
十
一
日
） 

  


